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研究成果の概要（和文）：イブン・ハイサム『アルマゲスト』注釈のアラビア語本文の校訂を完成させた。さら
に、注釈書でのプトレマイオス観とそれ以外の著作でのプトレマイオス観とを比較することで、彼のプトレマイ
オス観の変遷をたどることで、彼自身、さまざまな関連するアラビア語作品を駆使しながら、『アルマゲスト』
を読み解き、その内容の読解を加えていったことが分かった。その読解過程で、彼は、イスラーム文化圏での天
文学における成果を身につけたのだった。その結果、彼は、初期の頃と比べて、注釈作業を経て『アルマゲス
ト』読解が飛躍的に深まり、最終的に『アルマゲスト』の惑星理論のさらなる合理化を目指すようになったこと
が分かった。

研究成果の概要（英文）：In this research, I focused on editing the Arabic text of Ibn al-Haytham's 
commentary on the Almagest. Then, by comparing his view on Ptolemy found in his commentary on the 
Almagest with that in other works written by him, I made clear that he read through the Almagest, 
making use of various Arabic works related to this topic, so that he scrutinized the contents of the
 Almagest and he tried to update the logical structure of the Almagest based on his knowledge of 
astronomical works composed in the Islamicate world.

研究分野： イスラーム科学史

キーワード： イブン・ハイサム　プトレマイオス　ハイアの学　イスラーム天文学史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、重要性は以前から認識されていながら、写本資料のまま残されており、いまだ誰も着手してこなか
ったイブン・ハイサムによる『アルマゲスト』注釈を手掛け、その全貌を明らかにできたことは、世界的に見て
も重要な成果だと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 イスラーム文化圏の学者たちは、アッバース朝（750～1258）初期の頃、主に『アルマゲスト』
のアラビア語訳を通じてプトレマイオス天文学を受け入れた。ここで注目すべき点は、プトレマ
イオスは平面化した惑星運動を『アルマゲスト』で記述した一方、彼らはプトレマイオスの惑星
モデルを利用するのみにとどまらず、アリストテレス自然学と融合させる形でそのモデルを立
体化し、立体的な宇宙像の探求を開始したことである。その結果、イスラーム天文学は、プトレ
マイオス天文学を拡張した立体宇宙モデルを考察する「ハイア（構造）の学（‘ilm al-hay’a）」
という学問ジャンルをつくりあげた。この「ハイアの学」の探求を続けるなかで、イルハン朝
（1256～1335）の宰相ナスィール・ディーン・トゥースィー（1201～1274）と、彼によって建
設されたマラーガ天文台に集う学者たちによって、プトレマイオス惑星モデルに対してさまざ
まな改良が施されることになった。さらに、トゥースィーたちの成果の一部がコペルニクスに伝
わり、彼の地動説成立に重要な影響をもたらした可能性が高いことが分かってきている。近代科
学の根幹である地動説の成立にまで影響を与えたことになる「ハイアの学」は、まさにイスラー
ム科学の大きな成果の一つだった。そこで、その歴史をふりかえってみると、その成立の本格的
な第一歩がイブン・ハイサム（965～1040 頃）によってなされたことは忘れてはならない。 
 イブン・ハイサムは、ラテン名アルハゼンとして知られており、彼の『光学』が 12 世紀頃ラ
テン語に翻訳されることで、ヨーロッパにそれまで存在しなかった実験に基づく数理科学的な
光学研究がもたらされ、その後のヨーロッパでの光学研究は大いに発展した。イスラーム科学に
おける彼の業績を総覧すると、その研究対象は光学にとどまらず、むしろ数学や天文学に関して
数多くの著作を残したことに気づく。とりわけ、天文学書『世界の構造（hay’a）について』は
プトレマイオスの惑星モデルの立体化の仕方をはじめて明示したものとして知られ、以後、彼の
立体化モデルを改良する形で「ハイアの学」が形成されていった。 
 他方、イブン・ハイサムは『プトレマイオスへの疑問』という別の著作において、プトレマイ
オス惑星モデルに含まれるアリストテレス自然学に反する要素を多数指摘することで厳しくプ
トレマイオスを批判した。このプトレマイオス天文学とアリストテレス自然学との食い違った
点を指摘した『プトレマイオスへの疑問』もトゥースィーたちに大きな影響を与えた。彼らはプ
トレマイオス惑星モデルの問題点を『プトレマイオスへの疑問』から学び、そこで提示された疑
問の解消を目指すことで、プトレマイオス天文学の改良を進めていった。いわば「ハイアの学」
の成立とプトレマイオス天文学改良の双方にイブン・ハイサムは大きな功績を残したことが分
かる。 
 ここでイブン・ハイサムの天文学研究自身に目を向けると、『世界の構造について』ではプト
レマイオスの惑星モデルを忠実に用いてそれを立体化したのに対して、『プトレマイオスへの疑
問』では全面的に依拠していたはずのプトレマイオス天文学を厳しく非難したのは興味深い。す
なわち、『プトレマイオスへの疑問』にみられる彼のプトレマイオスに対する態度が『世界の構
造について』での態度と全く異なることになる。あまりに異なることから、Roshdi Rashed によ
って、二人のイブン・ハイサムが存在するのではないかという説が提唱されるほどだった（例え
ば、Roshdi Rashed, Les mathématiques infinitésimales du IXe au XIe siècle, vol. 2, London: 
Al-Furqan Islamic Heritage Foundation, 1993 など）。Rashed は『世界の構造について』を書
いたイブン・ハイサムと『プトレマイオスへの疑問』を書いたイブン・ハイサムは別人ではない
かと主張した。この説自体は根拠が不十分なものだが、イブン・ハイサムが天文学研究を進める
中でプトレマイオスへの態度を大きく変化させたことはたしかである。では、彼のプトレマイオ
ス観はいかなる理由でどのような過程で変化していったのだろうか。 
 この「イブン・ハイサムのプトレマイオス観はなぜ劇的に変化したのか」という問いに答える
には、彼の天文学者としての研究活動歴をたどる必要がある。しかしながら、イスラーム天文学
の発展に与えた彼の影響は甚大であることは前述より明らかであるにもかかわらず、彼の残し
た天文学書の多くが写本の状態で手つかずのまま放置されており、いまだその天文学者として
の活動の実態は把握できていないのが現状だった。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、１で述べた問いに答えるためにも、いままで誰も行ってこなかったイブン・
ハイサムの天文学者としての活動の全容解明に取り組んだ。この問いに答えるためにも、いまま
で誰も行ってこなかったイブン・ハイサムの天文学者としての活動の全容解明に取り組んだ。そ
のために、彼の書いた天文学書を収録した写本を体系的に収集し、その内容をつぶさに分析した。
そうすることで、各著作において彼がプトレマイオス『アルマゲスト』をどのように読解してい
たのかを検討し、彼の天文学者としての活動を通じて、そのプトレマイオスへの態度がいかに変
化したのかをあとづけようとした。今までまともに研究されてこなかった彼の天文学における
活動の実像をアラビア語写本の文献学的な考察を通じて正確に把握し、イスラーム天文学史の
方向性を決めたともいえる彼のプトレマイオス像の劇的な変化の過程と原因を解明することが、
本研究の独自性であり創造性だといえる。 



 
３．研究の方法 
本研究では、イブン・ハイサムの天文学者としての活動の全容を解明し、そのプトレマイオス観
の変遷を探ることを主眼としたので、まず、彼が『アルマゲスト』をどのように読んでいたのか
を知る必要があった。幸いなことに、彼は『アルマゲスト』に対する注釈書を残しており、本注
釈書は今日知られている限りでトルコ・イスタンブールのトプカプ宮殿アフメト三世写本 3329
の一写本のみで伝わっている。本研究者は、カナダ・McGill 大学の Jamil Ragep 教授の尽力で、
本写本の全画像データを入手することができた。本注釈書は、100 フォリオ以上にもおよぶ大部
な作品で、イブン・ハイサムのプトレマイオス理解に関する豊富な情報を与えてくれる。本研究
では、まず、本注釈書の本文校訂と英訳の完成に取り組んだ。 
 他方で、イブン・ハイサムの『アルマゲスト』理解を精密に分析するには、『アルマゲスト』
がどのようにアラビア語に翻訳されたのかを知り、いかなるアラビア語訳版を彼が用いたのか
を把握しなければならない。この問題に関連して、近年、ドイツ・ミュンヘンにおいて Ptolemaeus 
Arabus et Latinus と題したプトレマイオス天文学書のアラビア語訳とラテン語訳に関する写本
の体系的な収集と分析を目指す 25 か年計画の巨大プロジェクトが進行している
（httm://ptolemaeus.badw.de/ を参照）。そこで、本研究を遂行するために、その研究プロジェ
クト拠点に短期滞在し、プロジェクトに参加している研究者たちとイブン・ハイサムの使用した
アラビア語版『アルマゲスト』に関して意見交換を行った。 
 
４．研究成果 
 以上の研究を通じて、イブン・ハイサム『アルマゲスト』注釈のアラビア語本文の校訂を完成
させることができた。さらに、注釈書でのプトレマイオス観とそれ以外の著作でのプトレマイオ
ス観とを比較することで、彼のプトレマイオス観の変遷をたどることで、彼自身、さまざまな関
連するアラビア語作品を駆使しながら、『アルマゲスト』を読み解き、その内容の読解を加えて
いったことが分かった。その読解過程で、彼は、イスラーム文化圏での天文学における成果を身
につけたのだった。その結果、彼は、初期の頃と比べて、注釈作業を経て『アルマゲスト』読解
が飛躍的に深まり、最終的に『アルマゲスト』の惑星理論のさらなる合理化を目指すようになっ
たことが分かった。 
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